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１．基本事項

優先交渉権者の決定にあたっては、本市にとって最適な事業者を選定するため、公

募型プロポーザル方式を採用し、評価点の最も高い提案者を優先交渉権者、優先交渉

権者に次いで評価点が高い提案者を次点交渉権者とする。

２．審査

審査員については「みどり市ふるさと思いやり寄附金業務委託プロポーザル審査委

員会設置要領」に基づいて設置した選定委員会委員にて行うが、「見積書」については、

評価員ごとに評価の分かれるものではないため、事務局にて集計するものとする。

３．選考方法

評価方法は総合評価方式とし、一次審査と二次審査に分けて評価を行う。一次審

査における評価点上位３社が二次審査に進むものとする。一次審査は「企画提案書」

及び「見積書」の書類審査により実施し、二次審査は一次審査の評価点数にプレゼン

テーションの評価点を加算して評価する。

４．評価内容

（１）企画提案書等の評価

企画提案書等の書類を確認し、提案内容を評価する。

（２）価格の評価

「見積書」の見積価格について、事業者間を比較し、最も低い価格の見積書を評価

する。

（３）プレゼンテーションの評価

プレゼンテーションを実施し、企画提案内容やシステム機能について総合的に評

価する。

５．評価点

（１）書類審査（一次審査）

合計４００点満点とし、配点を次のとおりとする。

①企画提案書の評価点 ２００ 点

②見積書の評価点 ２００ 点
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（２）プレゼンテーション審査（二次審査）

合計３００点満点とし、配点を次のとおりとする。

①プレゼンテーションの評価点 ３００ 点

６．企画提案書等の評価(一次審査)
（１）企画提案書等の評価項目

No. 評価項目 着目点 配点

1 企業信頼度
会社の規模、財務・経営状況から本業務を履行でき

る能力はあるか。
１０

2

業務開始までの

実施スケジュー

ル

業務内容に沿ったスケジュール管理が適切なもの

になっているか。
１０

3 人員体制
当該業務に精通した担当者の配置や人員の確保等、

適切に業務を行える体制となっているか。
２０

4
情報セキュリテ

ィ

個人情報保護対策及び業務を適正に実施すること

ができるか。
１０

不測の事態が生じた場合に適切に対応することがで

きるか。

5 状況理解
本市のふるさと納税制度における返礼品等の強み

や弱点を把握しているか。
１０

6 寄附管理

寄附一元管理システム等を用いて、業務に必要な情

報（返礼品管理等）を適切に管理できるか。
２０

本市が契約する全てのふるさと納税ポータルサイト

を経由した寄附の管理が可能か。

７ 寄附者対応

寄附者並びに返礼品取扱事業者からの問い合わせ先

として、コールセンター等の窓口を設置し、適切に対

応可能か。 ２０

返礼品の発送、受領証明書及びワンストップ特例申請

書等の受付及び送付について、速やかに対応可能か。

８
返礼品取扱事業

者対応

返礼品取扱事業者へのサポート体制について具体的

な提案されているか。
２０

９
返礼品の拡充・

強化

本市の魅力を効果的に発信し、地場産業の振興に寄

与する返礼品及び役務の提供（宿泊・体験等）などの

多様な新規返礼品の開拓・企画提案を積極的に行え

るか。

２０
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（２）評価指標

①評価基準全項目について、それぞれの評価項目に沿って企画提案書等の内容を評

価し、点数を算出する。

②各評価項目は、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。

③各評価項目の点数については、各評価項目の配点に、評価点を乗じて算出したも

のとする。評価点の倍率は、〇＝1.0倍、△＝0.5倍、×=0倍とする。評価の判断
基準は、以下の表のとおりである。

（３）算出方法

以下の式に当てはめ、評価項目毎の点数を算出する。評価項目毎に算出した点数の

合計点を、企画提案書等の評価点とする。(満点 ２００点)
「評価項目毎の点数」 = （各評価項目の配点 × 評価点）
「評価点」 = 上記の計算式によって算出された評価項目毎の合計点
評価点の合計を審査員の人数で割った点数を評価点とする。

※小数第１位四捨五入とする。

７．価格評価の採点方法

返礼品の見直し及び写真撮影、写真加工等、返礼品の

魅力を高める取組が実施できるか。

10 プロモーション

寄附を促進するために寄附分析を行い、戦略的かつ

効果的なプロモーションの具体的手法が示されて

いる。

２０

11 委託費用
概算予算額の範囲内であり、業務内容に見合った適切

な見積金額となっているか。
２０

12 自由提案

寄附額増加に繋がる有効な提案が示させているか。

２０本市の要求仕様以外で、本市にとって有益な提案事

項はあるか。

判断基準 評価 評価点

本市の期待以上に優れた提案である。 Ａ １．０倍

標準的な提案である。 Ｂ ０．５倍

本市の期待より劣る提案である。

または提案の記載なし
Ｃ ０ 点
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（１）見積書の評価項目

（２）算出方法

以下の式に当てはめ、合計点数を２００点満点で換算する。換算後の点数を見積書の

評価点とする。（満点２００点）

「評価点」 ＝ （見積書点数 ÷ 見積書の満点） × ２００点

※小数第二位四捨五入とする。

８．プレゼンテーションの評価(二次審査)
（１）プレゼンテーションの評価項目

順位 得点

１位 ２００点（最低価格事業者）

２位以下 （１位の見積もり費用 ÷ 当該事業者見積もり費用）×２００点

No 評価項目 配点 評価の着眼点

１ 事業者の概要 ３０
本業務を実施するにあたり、事業者の経営状況、体

制は十分か

２ 業務体制 ３０
・導入に向けた作業体制や管理方法は適正か

・導入スケジュールは問題ないか

３
情報セキュリテ

ィ
３０ 情報セキュリティ対策は信頼性があるか

４ 寄附管理 ５０
寄附一元管理システム等を用いて、業務に必要な情

報（返礼品管理等）を適切に可能か

５ 寄附者対応 ４５
・返礼品及び受領証明書等の事務が適切か

・寄附者からの問い合わせに対応可能か

６
返礼品取扱事業

者対応
４０

返礼品取扱事業者への返礼品登録等のサポート及

びコミュニケーションが十分か

７
返礼品の拡充・

強化
４５

・地場産業の振興に寄与する返礼品及び役務の提供

など本市の魅力を十分に発信できる新規返礼品

の開拓を積極的に行えるか

・写真撮影等による既存返礼品の見直しが可能か。

８ 自由提案 ３０
・業務改善に繋がる有効な提案が示されているか

・魅力的な提案があるか
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（２）評価指標

①各委員は各評価項目についてＡ、Ｂ、Ｃの３段階評価を行う。

②各評価項目の点数については、各評価項目の配点に、評価点を乗じて算出したも

のとする。評価点の倍率は、Ａ＝1.0倍、Ｂ＝0.5倍、Ｃ＝0点とする。なお。プレ
ゼンテーションが無い項目については、0 点とする。評価点の判断基準は、以下の
表のとおりである。

（３）算出方法

以下の式に当てはめ、プレゼンテーションの評価点を算出する。（満点３００点）

「評価点」 ＝ （各評価の配点 × 各評価の評価点） の合計点

評価点の合計を審査員の人数で割った点数を評価点とする。

※小数第二位以下を四捨五入とする。

判断基準 評価 評価点

本市の期待以上に優れた提案である。 Ａ １．０倍

標準的な提案である。 Ｂ ０．５倍

本市の期待より劣る提案である。 Ｃ ０点


